
 
 
 
 
 

 

   
 

 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

 

 

 

  

豚コレラ・アフリカ豚コレラの 

侵入防止対策を徹底してください 

家 畜 衛 生 情 報  No.９  平成３０年１１月２１日 

     西北地域県民局地域農林水産部 つがる家畜保健衛生所 

     津軽地区家畜衛生推進協議会 

   つがる市木造若竹２-１   TEL 0173－42－2276 FAX 0173－42－6087 

１１月１６日に岐阜県岐阜市で豚コレラの 2 例目の発生が確認されました。 

また、中国からの旅客の携帯品として持ち込まれた畜産物からアフリカ豚コレ

ラウイルスの遺伝子が検出される事例が、これまでに２例確認されています。 

これらの事例から豚コレラ及びアフリカ豚コレラが我が国に侵入し、まん延す

る恐れが高まっています。豚飼養者の方々は、飼養衛生管理基準を順守し、下記

の侵入防止対策を徹底してください！ 

侵 入 防 止 対 策 

・衛生管理区域に出入りする際は、長靴等の洗浄・消毒を徹底しましょう。 

・入場車両の消毒を行いましょう。 

・野生動物の侵入防止対策を徹底しましょう。 

・死亡家畜を保管する際は、保管場所への野生動物の侵入を防止しましょう。 

・生肉を含む又は含む可能性がある飼料は、加熱処理を徹底しましょう。 

（７０℃以上３０分以上又は８０℃以上３分以上） 

・海外から違法に持ち込まれた畜産物が飼料とならないよう注意しましょう。 

万 が 一 の 場 合 に 備 え て ・ ・ ・ 

・飼養豚の毎日の健康観察を入念に行いましょう。 

・異状を発見した場合は、すぐに家畜保健衛生所に通報しましょう。 

・異状が見られた場合は、移動を自粛しましょう。 

・感染ルート特定のため、日頃から入場に関する記録を作成しましょう。 

つがる家畜保健衛生所 ０１７３-４２-２２７６ 
土日休日緊急用携帯  ０９０-８７８８-７４５９ 

飼養している豚に異状が見られた場合は、すぐに家畜保健衛生所へご連絡下さい！ 



 
 
  



 

 


